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は じ め に
私ど も は ， 痛患者の糖蛋自 分 画 中 の fucose値 を ，
非癌疾患患者 お よ び正常 人とと も に 分析検討 し ， 癌
患者に お け る そ の 測定値の上昇が診断， 病 期 の進行
程度， 予 後の 評価， き ら に 治療効果等の判 定上， 有
用 なノマ ラ メ ーター に な る こと を 認め発表 し て き た ） 。
今回 の研究 の目的 は ， 高速液体 ク ロ マ ト グラフィ ー
(high performance liquid chromatography， 以下
HPLC ） 等に よ る蛋自 分析技術 を駆 使 し て ， 上記の
物質 中 よ り 癌 関連分画 を 解析す るとと も に ， そ の分
画 を 採取 し ， そ の分画の特質 を 明 ら か に す ると 同時
に ， 本研究 の 臨床 応用 を可 能に す る こと に あ り ， 各
方面 よ り の検討 を試 み た 。
対象 お よ び方法
A) HPLC 法 に よ る 血清等 の蛋自 分析
I . 血清蛋自 の分析
対象は悪性腫傷患者 105名 （ 悪性腫蕩 群 ） ， 良性腫
傷 患者 20名 ， 心臓血管疾 患 者28名 （ 以上非悪性腫
傷 群 ） ， 健常者40名 ， あ わせ て 193名 であ る 。 悪性腫
傷 群の 内 訳は ， 肺癌73f)ilj ， 胃癒 15例， 乳癌 8 例， 他
9 f§リ であ る 。
実験方法 は ， 目立製 の高 速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー， 波 長可変 UV モ ニ タ ー， プ ロセ ッ サー を使 用 し ，
カ ラ ム は 解析至 適分子量 が2000～数万 であ る TSK
ge !G200sw を ， j容 離液は 0.2M 燐酸緩衝液 （ pH6.9 )
+ 0.2M NaCl を 用 い て ， 流 速 0.7ml/ min， 検 出 は
UV254nm と し ， 血清5µ1 を 注 入 し た 。 そ こ で保持
時間 （ retention time ：以下 RT ) 30分か ら 50分 ま で
の分画 を 採 り ， 各 測定値 を 次式 を 用 い て換算 し 統計
学的検討 を 行 っ た 。
RTx/ RT30-50× 1 00 
( RT30-50; RT30 か ら RT50 ま での4志 和 ）
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群 聞 の平均値 の 差 の 検定 は ， 分 散分析後， St udent
t-test を 行 っ た 。 ま た ， 肺 癌 患 者47例 に 対 し CEA,
TPA を ， また そ れ ら のフ ち 30例 に 対 し て は PHA,
ConA を 同時 に測 定 し て い る 。
II . 肺癌 患 者 の気管支洗浄液 中 蛋白 の分析
肺癌 患者で片 側 に の み病変 を 認め た 10例 を 対象と
し た 。 気管支鏡 検査 に よ る 観察確認終了 後に ， 腫傷
が占拠す る 肺葉 気管支， お よ び対側 気管支 に そ れぞ、
れ 生 食 水約 20ml を注入 洗浄 し た 後， 吸引 回収 し た
も の を 検体に供 し た。 患 側と 対 側と の 間 で， 血清と
同様に 統計学 的検討 を 行 っ た 。
B) SDS－ ポリ ア クリ ルア ミ ド ゲル電気泳動法
H PLC 測定に よ り 癌患者に お い て 有意 に 上昇 し た
RT34 分画 を さ ら に HPLC に て 分抽 を重ね た 後，
凍結乾燥 し ， 蒸留水で再溶 解 し て 血清 中 濃 度 の約 50
倍と し た も の を 試料と し た 。 泳動 は ， 1 5% SDS－ ポ
り ア クリ ルア ミ ド ゲル（ ゲルサ イ ズ16 × 16， 厚 き 1 . 0
m m ） を 作製 し ， 試 料 10µ1 を 測定 に 用 い， 25mA で 4
時 間通電 し た 。 Merril ら 3 ） の方 法に し た が っ て 銀染
色 を 行 い， 530nm と 660nm と の 2 波長 法に よ り測
定 し た 。
結 果
A) H PLC 法
1. 血清蛋白 の分析
各 分 画 の 分画 比 を 検討 し たと こ ろ ， RT34 分画に
於 て ， 悪性腫傷 群 で8 . 23 ± 4 . 75， 良 性腫虜 患 者 で
2 . 14土 2 . 18， 心臓血管疾 患 患 者 で2 . 68 土 2 . 31 ， 健 常
者 で2 . 50 士 1 . 36と ， 悪性腫傷群 で有意 （p< 0.001 ） に
高値 を 示 し た 。 な お， 非悪性腫傷群に お け る 良性腫
蕩患者， 心臓血管疾患 患 者 ， お よ び健 常者との 間 に
有意差 は 認め ら れ な か っ た 。 cut off 値6 . 0 を 設定 し ，
6 . 0以 上 を 陽性と す ると ， 非悪性腫蕩群お よ び健 常
者 での 陽性率は 3 . 4%， 悪性腫蕩群 での陽性率は70 . 4
肺癌 の病期別・ 組織別 陽性率及 び RT34
分画比
表 1
良出西
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た （p < 0.01 ） 。 ConA に し て も 同 様 の 経果 を 得た （ 図
2 ） 。
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I I . 肺癌 患者の気管支 洗浄液中 蛋 白 の分析
患 側 気管支 と 対側 気管支 の そ れ ぞれ と か ら 採取 し
た 洗浄液に つ い て ， 血清 と同 様に 比較検討 し た と こ
ろ， 患 側 気管支 か ら 採取 し た 洗浄液の RT34 分画比
は6 . 53 ± 4 . 81 ， 対側気管 支 か ら 採取 し た も の は 2 . 28
患 側 に お い て 有意 に 高値 を 示 し た （ p <
�F悪性腫蕩群
及び健常者
図 1 悪性腫蕩群・非 悪性腫傷 群 の RT34 分
分画比及 び陽性率 （cut off 値 ： 6 . 0 )
悪性腹蕩群
0.05 ） 。
B) SDSー ポ リ ア クリ ルア ミ ド、 電気泳動法
上記 の RT34 分 画 抽 出 精 製 し ， SDS－ ポ リ ア ク リ
ルア ミ ド電 気泳動法に て 分析 し た後 ， 銀染色 を 行 う
じ 分子量 1万以下 の領域に 銀染色 に よ り 染色 さ れ
る バ ン ド が認め ら れ た 。
士 2 . 85 と ，
% と な る （ 図 1 ） 。 そ れ ら の う ち ， 肺癌患者 に つ い て
RT34 分画 の 陽性率 お よ び分画比の値 を 病期別，
織型 別 に み る と ， 病 期 の 進行 に と も な っ て 陽性率 は
上昇 し ， ま た 分画 比 は 有意差 を も っ て 上昇 し た 。 組
織型 別 に み る と扇平上 皮癌， 腺癌， 小細胞癌 の）｜｜買 に
陽性率お よ び分画比が高 い値 を示 し た が，
聞に 有意差 は 認め ら れ な か っ た （表 1 ） 。 分子量 が既
知の 5 種類 の精 製標 準蛋 白 を既掲 の 条 件 で HPLC
に か け た と き の RT よ り相 関式が求め ら れ，
中且
そ れ ら の
私 ど も
察考の注目 し て い る RT34 分画 の分子量 を 推算 す る と ，
癌 患 者 の血清蛋自 分画 は ， 健 常 人 の 蛋自 分画 と 異
な る こ と が注目 さ れ， Snyder ら 4 ） は ， 癌患者 に お
い て ， hemopexin， α1 acid glycoprote in， αI anti­
tryps in の増 量 を 報告 し た 。 同 様 に ， Macbeth
5 l’ 
Harvey 6 ） が， 上記 蛋 白 を 含 め ， 急J主 相 蛋 白 と 総称
さ れ る 血清糖蛋自 の数種が担癌症例 に お い て 上昇す
る こ と を報告 し て い る 。 当 教 室 に お い て も ， 龍 村 ら2)
が 糖 蛋 自 分 画 中 の fucos e が担癌生体に お い て 有意
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こ の 分画 は 分子量 が6, 000か ら 8, 000 の 聞 の 物質 か ら
さ ら に 悪性腫蕩 患 者 に つ い て ，
画比が① 6以下， ② 6 ～ 10， ③10以上の 3 群に 分 け，
CEA, TPA, PHA, ConA の値 を 検討 し た 。 CEA,
TPA の 検 討 で は ， 3 群聞 に おい て有意差 は 認め ら
れ な か っ た が， PHA の SI 値 で は① 群 が 363 . 5土
165 . l ， ②群 が131 . 9 士 68 . 5， ③群が92 . 2 士 70 . 2の値
を 示 し ， ① 群 に 比べ て②・③群が有意 に 低値 を 示 し
そ れ ら の RT34 分
な っ て い る こ と カf わ か っ た 。
血清蛋 白 成分 中 の癌関 連分画検討
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と こ ろ で癌患者血清 に お け る 血清 蛋 自
の変動の機序 と し て ， 松本8 ） は ， 癌細胞
か ら放 出 さ れ る hepato cyte sti mulati ng 
f a cto r に よ り ， 肝細胞 に お け る急性 相 蛋
自 の産 生が増加 し た 結果 であ ろう と 報告
し て い る 。 し か し ， 癌細胞か ら あ る種 の
蛋白 が産 生 さ れ て い る 可能性 を 示す報告
も あ る9 ） 。 実際， 細胞膜糖蛋 白 ， お よ び
糖脂 質の性状 は ， 細胞 の癌化や発 生 ・ 分
化 に伴っ て 変化す る と い わ れ る が10,11)' 
一般 に癌化に 際 し て ， 細胞膜糖蛋 白 の糖
含 量の増 加， N－ グリ コ シ ド 型糖鎖 の分岐
の増大 ， お よ び 0－ グリ コ シ ド 型 糖蛋 白 の
出現 が知 ら れて い る12） 。
一 方， 最 近 では 血清 の み な ら ず， 諸 他
の体液 ， 例 えば 肺癌 患者の場合 ， そ の気
管 支 洗 浄液 な ど も 生化学的診断に利 用 き
れ て い る 。 I glehart ら 13） は， 気管支洗浄
液 中 のi mmuno glo buli n A が， 肺癌 に お い て 有意 に
上昇す る こ と を指摘 し ， 肺癌 の 診断 に 有用 であ る と
報告 し て い る 。 ま た ， 洗浄液 中 の CEA に関 す る 報
告 も あ り 1 4-16）， 藤井 ら は， 洗 浄液 中 CEA の高値は
肺 癌 組織の局所産 生 CEA を反 映 し た も の で あ り ，
そ の 測定が末梢 型 肺癌 の鑑別 診 断 に 有用 であ る と 報
mean±S. D. 
* P<0.01 
* * P<0.01 
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図 2 RT 34 分画比別 の PHA, Co n A の比較
に 上昇す る こ と を 他 に 先駆 け て 報告 し て い る 。 こ の
一連の研究 の継続 と し て ， さ ら に 村上 7 ） は癌 ， 及 び
非 癌者の 血 清 蛋 白 分 画 を H PLC 法 （ カ ラ ム T SK­
gelG3000sw ） を も ち い て 測定 し ， 担癌患者血清 中 の
分子量 1 万前後 と 推定 き れ る 分画 に 興味深 い 結果 を
え た 。 そ こ で今 回， T SKgelG3000sw カ ラ ム よ り も
至適分子量が低 〈 ， 村上の 注 目 し た 分画のレベ ルに
適 し た T SKgelG2000sw カ ラ ム を 用 い て さ ら に 検
討 し た 。
今 回 の検討 で は ， 癌患者血清 中 の RT 34 分 の分画
が有意 に 上昇 し ， し か も 癌 の進行に と も な っ て上昇
す る こ と を 知 り 得た 。 ま た ， cuto ff 値 を 設定す る
こ と に よ り ， そ の 陽性率が癌 患 者 で有意に高 い こ と
を 示 し た 。 ゆ え に こ の RT 34 分画が癌 血清診断上有
用 な パ ラ メ ーター に な り 得 る と考 え た 。 ま た ， 吸光
度 及 び銀染色 に よ り 高分子 ポ リ ペ プ チ ド ， な い し 蛋
白 質 と 考 え ら れ る 本分画の分子量 は6000～ 8000 と 推
算 さ れ た 。
銀染色法は， 従 来 よ り 繁用 さ れて い る ク ーマ シ ー
ブ リ リ アン ト ブルー 染色 法 の 50～ 100 倍 の 感度 を 有
す る 染 色 法 であ る が， SDS-PAGE に よ り RT 34 分
画 は 血 清 で は捉 え ら れず， RT 34 分画の抽 出 物 で よ
う や く バン ド と し て捉 え る こ と がで き た 。 こ れは
HPLC 法の検 出能の優秀性 を 裏付け て い る。
告 し て い る 。 私 ど も が行っ た気管 支 洗 浄液 中 の RT 34
分画の検討 で は ， 患側気管支 に お い て RT 34 分画比
が高値 を 示 し ， こ の RT 34 分画が腫傷細胞， も しく
は そ の周辺 よ り 産 生 き れ て い る可 能性 が示 唆 き れた 。
し か し こ の場合 ， 検体の採取方法， つ ま り 洗浄液 の
量， 洗浄気管支 の選択 ， 患者の呼吸状態 に よ る 洗浄
範囲 の適否 ， 気 管 支 内腔へ の腫壌 の進展の程度 と い
っ た 問題 も あ り， 今 後 さ ら に 検討究 明 すべ き 課題 も
残 さ れ て い る 。
き ら に 近年， 担癌患者の 血 清 蛋 白 組成 の 変化 と 癌
に 対す る 免疫機構 と の関 連 も 注 目 さ れて き て い る 。
従 来， 癌患者の 血清が免疫抑制活性 を示 す こ と は 知
ら れて お り ， こ う し た 免疫抑制 の 因子 と し て癌 患 者
血 清 中 に 増量す る或種 の 蛋 白 が考 え ら れて い る 。 そ
れ に つ い て Coo perband ら ） はa-glo buli n 中 よ り
免疫抑制 因子 を 抽 出 し ， i mmuno regulato ry a-glo ­
b uli n ( IRA ） と名付け， ま た ， 宮地18 ） は 担癌生体に
お い て PHA に よ る リ ン パ球幼若化 能 を 測 定 し ， α1
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acid glycoprotein， α1 antitrypsin と の間 に 逆相闘
があ る こと を立証 し て い る 。 私 ど も の検討 で も RT34
分画の上昇にと も な っ て ， PHA · ConA の細胞性免
疫 の 指 標 が低下す る こと が示 き れ， RT34 分画が免
疫抑制に関 与 し て い る 可能性が示唆 き れ， こ の分 画
は 急性相蛋白 に 類 縁 の性質 を もっ 物質 で あ ろ うと 考
え て い る 。 し か し ， こ の よ う な 免疫機作に関 与す る
物 質と し て は ， RT34 分画の よ う な低分子 量の も の
は ま だ報告 さ れ て お ら ず， 私 ど も が得 た新 し い知 見
の一つであ る 。
総 括
HPLC （ カ ラ ム TSKgelG2000sw ） で， retent10n
time 34 分に 得 ら れ た 低分子量物質 （ 推定 分子量6000
～ 8000 ） は， 現 在 ま てやに 腫傷マー カ ーと し て 見いだ
さ れて い る CEA や AFP， お よ び急性相反 応蛋 白と
総称 き れ る 血清糖蛋白と は か な り 異 な る 新 し い 血清
中 の 蛋 自 分画と し て 注 目 すべ き も のと考 え ら れ る 。
さ ら に ， RT34 分画は， 腫蕩 免疫機作 に も関 わ り を
持 つ 癌関 連物質であ る こと が推 測 さ れ， HPLC 法 に
よ る そ の 測定は癌血清診断上パ ラ メ ー タ ーと し て 有
用 であ る こと が示 さ れ た 。 今後 さ ら に 研究 を継続 し ，
こ の低分子 量 の蛋 自 分 画 の 本質 を 明 ら か に し て い き
た い 。
文 献
1 ) Lambana S. : Clinical value of protein-blood 
fucose in patients with carcinoma and other 
diseases. Gann 67 : 379 -388, 1976. 
2 ) Tatsumura T., Sato H. ,  Komori Y., and 
Ya ma mo to K. et al. : Clinical significance of 
fucose level in glycoprotein fraction of serum 
m patients with malignant tumors. Cancer 
Res. 37 : 4101-4103, 1977. 
3 ) Merril C. R., Goldman D. and Sedman S. A 
et al. : Ultrasensitive stain for protem m 
polyacrylamide gels show regional variat10n 
in cerebrospinal fluid proteins. Science 2 1 1 : 
1437 1438, 1981. 
4 ) Synder S. and Ashwell G.  : Quantitation of 
-6-
specific serum glycoproteins in malignancy. 
Clin. Chem. Acta. 34 : 449 - 455, 1971 . 
5 ) Macbeth R. A. L. and Bekesi J .  G. : Plasma 
glycoproteins in various disease states 
including carcinoma. Cancer Res. 22 : 1 170-
1176, 1962 
6 ) Harvey H. A., Lipton, A. and White D. et 
al. : Glycoproteins and human cancer. Cancer 
47 : 324 327, 1981 .  
7 ） 村上 新， 龍村俊樹， 清水本雄 ほ か ： 担癌生体
に お け る 血清蛋自 分 画 の 異 同 に 関す る 研究一一
高速液体 ク ロ マ ト グラフィ ー （high performance 
liquid chromatography ） を 用 い た ヒ ト 血清蛋
自 の分析と そ の意義一一． 金大十全医誌 9 6  : 
575-586, 1987. 
8 ） 松本 雅彦， 勝沼恒彦： イ ン タ ー ロ イ キ ン I と 肝
細 胞 刺戟因子 （ HSF ） . 日 本 臨床 45 : 1032 
1039, 1987. 
9 ） 吉 村真一， 上 山 義 人， 秦 )II員ー ほ か ： 担癌 ヌ ー
ド マ ウ ス 血清 中 に 検 出 さ れ る 人血清 蛋白 成分．
日 癌 会36 回総会記 848 : 1977 . 
10 ) Tatsumura T. ,  Ariga T. and Alan C. Sar­
torelli et al. : Changes in glycosphingolipids 
accompanying the differentiation of human 
squamous SQCC/ Yl cells. Cancer Res. 48 : 
2121-2124, 1988. 
1 1) Hakomori S. : Glycosphingolipids in cellular 
interaction, differentiation and oncogenesis. 
Ann. Rev. Biochem. 50 . 733 764, 1981. 
1 2 ） 小 島 清秀 ： がん細胞 の 膜生化学． 日 本 臨床 43 
: 794 - 798, 1 985. 
13) Iglehart ]. D., Warzynski M. ]. S. and Mon­
teraro R. C. et al. : Function of the secretory 
immune system in bronchogenic carcinoma. 
Immunoglobulin A levels in respiratory 
secretions. ]. Thorac. Cardiovasc. Surg. 82 : 
63-69, 1981.  
14 )  Lemarie C. ,  Lavandier M. ,  and Renoux M. 
and Renoux G. : Carcinoembryonic antigen 
m bronchoalveolar lavage fluid. N. Engl. J 
Med. 303 : 586, 1980 
1 5 ） 白 木 る い子， 木下 美登里 ， 和 願房代 ほ か ： 肺癌
血 清 蛋 白 成分 中 の癌関 連分 画検討
患 者 に お け る 気管支肺胞 洗浄液中 CEA 値の検
討． 日 胸疾会誌 20 : 398-402, 1982. 
1 6 ） 藤井昌史， 木浦勝行， 亀井治 人 ほ か ： 末梢型肺
癌 に お け る 気 管 支 肺胞 洗 浄 液 中 CEA, sec, 
NSE の検討． 日 胸会誌 27 : 452 455, 1989. 
1 7 )  Cooperband S. R., Badger A. M. and Davis 
-7ー
R.C. et al. : T he effect of immunoregulartory 
alpha globulin (I RA) upon lymphocytes in 
vitro. J. Immunol. I 09 : 154 - 163, 1972. 
1 8 ） 宮地洋二 ： 癌手術適応決定 の た め の免疫学的指
標 に関 す る 研究． 名市大医誌 28 : 554-584, 
1 977. 
